














【対象と方法】患者は15歳の女性で、右乳房 A 領域に直径11cm の腫瘍を発
生していた。腫瘍は表面平滑で周囲との癒着は軽度であった。乳腺を合併切除
することなく腫瘍を全摘することが出来た。腫瘍摘出後の死腔の大きさは9×



























































































































































認めた。腹部造影 CT では、右下腹部に直径8mm の腫大した虫垂を認め、
急性虫垂炎と診断し、同日脊椎麻酔下に交差切開にて開腹術を施行した。術中
右側腹部に虫垂ならびに盲腸が同定できず、再度 CT を確認したところ、






省点としては、術前に SMV rotation sign を確認すれば、今回の手術は、回
避できたと考えた。
10月
16日
（金）
一般演題・口演
